
一般質問 第2回定例会の主な質問内容は次のとおりです。
なお質問の詳細は、熊本市議会ホームページの会議録等をご覧ください。

小佐井賀瑞宜議員

自
民
党

国内の生産性・所得向上が図られずにインフレ状態にある
中で今後の経済動向に連動した地方税制の展望を問う。

財政基盤への影響を注視しながら、経済動向に応じた
安定的な財政運営を行うため、税制の見直しなど、
国へ要望などを行っていく。

質
問
1

答
弁

デフレの中での課題・スタグフレーション（※1）

経済へ大きな影響を及ぼす時短要請は合理性の観点で
違憲との司法判断があるが、本市としての対応を問う。

対策の効果について、検証を行うよう国に対して要請
しており、本市においては、様々な状況を見極め、必要
な対策を講じていく。

質
問
２

答
弁

まん延防止策・時短要請の在り方

井本　正広議員

公
明
党

今後の市営住宅などの公営住宅整備に、分離発注な
ど地元企業が参入できる発注方式が取れないか。

分離発注方式を原則とする。また、ＰＦＩ方式による施
工の場合でも、地元企業の参入も含めた発注方式が
できるよう検討する。

質
問
1

答
弁

公営住宅整備事業の地元企業への優先発注
無償化の上限内の利用料を保育施設側が保護者に代わっ
て市に請求する「法定代理受領」方式を採用できないか。

引き続き償還払いを継続するが、今後、保護者や
保育施設にとって負担軽減となる支払い手続き
などを研究していく。

質
問
２

答
弁

認可外保育所での保育料（利用料）の償還払い

山内　勝志議員

市
民
連
合

免許返納の推奨と共に移動支援の施策が重要。また、後付け
の踏み間違い防止装置や安全サポカーの購入助成も必要。

議員ご提案の助成制度も含め、今後の国などの
動向を注視しつつ、高齢運転者による交通事故の
防止対策に努める。

質
問
1

答
弁

高齢ドライバーの事故防止のために対策を
民法改正で共有私道整備などの同意条件が緩和され
た。本市の整備補助などの要件について今後の方針は。

民法改正及び共有私道ガイドライン改訂を踏まえ、改正
民法と本市の整備補助などの要件との整合を図る。

質
問
２

答
弁

民法改正に伴い私道整備補助方針の見直しを

田中　敦朗議員

熊
本
自
民

高校卒業後の超重症児の入所施設の利用拡充と、認定こど
も園への看護師派遣事業の実施について今後の考えは。

利用日数は、事情により増やしており、今後も施設の拡充に
努める。看護師派遣については、他都市の状況を調査
し、研究していく。

質
問
1

答
弁

超重症心身障がい者及び家族へ支援の強化を
雑草の繁茂など市道管理の課題に新たな手法で土木セン
ターの負担軽減を。また、民地の巨木対策を検討する考えは。

土木センターの負担軽減について、業務の効率化や
体制のあり方などを検討する。民地の巨木対策は
庁内検討会議で検討する。

質
問
２

答
弁

市道管理の課題に対する検討を

荒川慎太郎議員

自
民
党

洪水調節機能を担う坪井川遊水地を有効活用するため、
坪井川遊水地の会など地域住民へ活動支援できないか。

引き続き、皆さまのご意見を十分にお聞きしながら、
必要な支援に努め、遊水地がより一層地域に親しまれる
存在となるよう取り組む。

質
問
1

答
弁

坪井川遊水地の利活用推進のためにサポートを
望まない受動喫煙を防止するため、設置を望む声が多い
公設喫煙所に対して、本市は何ら対応を行わないのか。

健康増進の観点から行政主導による公設喫煙所は
設置しないが、民間に対し、今回予算を計上した、
分煙施設設置費助成事業の活用を促す。

質
問
２

答
弁

設置を望む声が多い公設喫煙所の必要性

三森　至加議員

公
明
党

更年期症状に関する実態調査を本市職員にも行ってはど
うか。さらに企業などと連携し、フェムテック（※2）の活用を。

更年期症状の周知などを図るとともに、職員への調査
を検討する。企業などとの連携も視野に、フェムテック
の活用について研究する。

質
問
1

答
弁

更年期の女性が安心して働けるための支援を
がん患者にとって治療に伴う外見の変化は大変な苦痛。
ストレス軽減のためのケアについて本市の検討状況は。

がん患者からの要望などを踏まえ、他都市における導入
事例の調査などを行っており、早期の導入を目指して
検討を進めていく。

質
問
２

答
弁

アピアランス（外見）ケア（※3）の推進を

島津　哲也議員

市
民
連
合

交通事故などのニュース報道を受け、自転車利用時の
マナーや安全対策についての本市の取り組み状況は。

従来からの街頭指導などに加え、10月の改正条例
の施行に向けて、ヘルメットモニターの募集や
SNSなどでの情報発信にも取り組んでいく。

質
問
1

答
弁

自転車利用のマナー・安全対策の取り組み
高橋稲荷大橋の歩道幅は狭く車道との段差は高い。今後の
交通量増加が予想される中で安全な歩道整備の計画は。

道路整備プログラムにおいて、概ね10年以内に
事業に着手する路線としており、今後は工法も含め
幅広く検討を進めることとする。

質
問
２

答
弁

安全な歩道整備の確保を

伊藤　和仁議員

公
明
党

公立小学校における教科担任制の今後の取り組
み目標と、それを達成する時期についての考えは。

専門性などを活かして担任同士で教科を交換して
行う授業について、令和５年度までに全ての学校に
おいて、実施が進むよう取り組む。

質
問
1

答
弁

教科担任制の導入に向けた取り組み
校区防災連絡会による地域防災力レベルアップ
のための今後の取り組みは。

各地域で取り組まれている避難行動訓練などの
先進事例を紹介するとともに、地域と行政が一体
となって取り組みを進めていく。

質
問
２

答
弁

校区防災連絡会の今後の取り組み

髙本　一臣議員

熊
本
自
民

ＴＳＭＣの熊本への進出は、千載一遇の好機。本市の
対応を協議するＰＴ設置の進捗状況をお尋ねする。

土地利用や人材確保などの課題に応じた５つのＰＴを
設置し、情報収集を行いながら短期中期長期で取り
組む施策の検討を行っている。

質
問
1

答
弁

ＴＳＭＣ（※4）進出に伴うＰＴ（※5）設置の進捗状況
持続可能な制度として維持するためには、あり方を検討
する時期だと判断するが、その方向性について見解を。

この事業は、高齢者の社会参加促進のほか、公共
交通の利用促進などにも寄与するため、市の
施策全体の中でそのあり方を検討する。

質
問
２

答
弁

おでかけＩＣカード（旧さくらカード）の方向性

古川　智子議員

自
民
党

結婚世話人事業の継続には体制強化などが必要。今後は民
間企業や他市町村を巻き込んだ結婚支援事業に拡大を。

結婚応援団体などとの連携や、熊本連携中枢都市
圏の市町村との協働などにより、効果的な施策を
検討し、結婚支援を強力に推進する。

質
問
1

答
弁

少子化対策として結婚支援事業の拡大を
責任重大な真実告知のあり方はさまざまなケースを考え
協議すべき。養育者への情報支援と精神的支援も必要。

ゆりかごに預け入れられたことの真実告知について、
統一した考え方がないため、関係者からの意見を踏まえ、
検討を進める。

質
問
２

答
弁

ゆりかごに預けられた子ども達への真実告知

西岡　誠也議員

市
民
連
合

人にやさしいまちづくりを目指す本市として、アーケー
ドや銀座通りなど中心市街地に点字ブロックの増設を。

現在策定中のバリアフリーマスタープランの中で、点
字ブロック整備を含む中心市街地の面的・一体的なバリ
アフリー化を検討する。

質
問
1

答
弁

中心市街地に点字ブロックの増設を要求
実効性のある狭あい道路指導要綱（※6）にするため、市職員
OBなど指導員を複数配置し、指導や寄付要請の強化を。

まず令和２年度確認申請のうち道路後退を要する約５００
件を調査し、その結果をもとに指導や寄付要請の手法につ
いて検証を行う。

質
問
２

答
弁

中心後退部分の指導体制整備と寄付要請

落水　清弘議員

熊
本
自
民

世界的エネルギー危機から市民の安全を守るため､CO2 90%
削減の、最新型火力発電所の建設を推進するべきでは！

脱炭素社会の実現やエネルギーの安全保障の
観点から、引き続き地域のエネルギー資源を
生かした電力の地産地消を推進していく。

質
問
1

答
弁

新庁舎建設よりエネルギー危機回避に発電所を！
今アメリカではポリコレ思想で､トイレが一つ（男・女別無）にな
り始めました。市施設で､今後その様なことにならない対応を！

男性トイレ・女性トイレに加え、障がいや性別などにかかわら
ず誰でも利用できる多目的トイレの設置も、有効な手段で
あると考える。　

質
問
２

答
弁

ポリコレ（※7）（全体主義）思想から社会を守るために！

※新型コロナウイルス感染症への取り組みとして、壇上にアクリル板を設置するとともに、マスク着用の上、質問を行いました。

○令和４年度熊本市一般会計補正予算

○熊本市地域コミュニティセンター条例の一部改正について

総額38億4,841万円（減額補正予算含む）

●…衛生費  　●…民生費 　 ●…農林水産業費  　●…商工費
●…教育費 　 ●…総務費 　 ○…消防費 　 

主な議案の概要

＜新型コロナウイルス関連分の主な内容＞
●新型コロナウイルスワクチン接種経費・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 11億　600万円　
●新型コロナウイルス感染症による生活困窮者自立支援金支給事業
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・・・・・・・・・・・・・・ 5億2,700万円
●園芸・特産事業者緊急支援事業 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 299万円

＜原油価格・物価高騰等関連分（生活者支援）の主な内容＞
●物価高騰対策プレミアム付商品券発行支援事業 ・・・・・・・・・・・・・・・8億4,000万円
●学校等給食食材高騰対策緊急支援事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 1億5,600万円

＜通常分の主な内容＞
●中心市街地分煙施設設置費助成事業 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 4,000万円
〇消防団機能強化事業 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 3,476万円
●生活保護業務デジタル推進経費 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 1,220万円
●次世代を育てるeスポーツ支援事業 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 500万円

　大江地域コミュニティセンターの新設をするため。　
＜改正内容＞
　大江地域コミュニティセンターの新設（中央区大江５丁目）

○熊本市民生委員定数条例の一部改正について
　本市の区域に置かれる民生委員の定数の見直しをするため。
＜改正内容＞
　民生委員の定数の変更
　現行：１，４６６人 → 改正後：１，４６９人（＋３人）
　　※ 本年１２月１日の一斉改選に合わせ、世帯数の増減、地域的要因等を
　　　 考慮した見直しを行うもの
＜施行日＞
　令和４年（２０２２年）１２月１日

○熊本市病院事業条例の一部改正について
　市民病院の初診及び再診における使用料の改定をするため。
＜改正内容＞
　初診及び再診における加算額の改定
　(1) 初診の場合（他の病院又は診療所からの紹介状がない場合等）
　　　５，５００円 → ７，７００円
　(2) 再診の場合（市民病院が他の病院又は診療所に対して
　　　紹介を行う旨の申出を行っている場合等）
　　　２，７５０円 → ３，３００円
＜施行日＞
　令和４年（２０２２年）１０月１日

締めくくり質疑（6月27日）

予算決算委員会の審査概要 全議員で構成する当委員会で、令和4年度補正予算及び関連議案について審査を行いました。
質疑の詳細は、熊本市議会ホームページの会議録等をご覧ください。

令和4年度 熊本市一般会計補正予算及び熊本市中心部における
分煙環境整備に関する請願
・中心市街地における分煙環境整備及び分煙施設設置費助成事業について

令和4年度 熊本市一般会計補正予算
●新型コロナウイルス感染症に係る緊急対策

・特別給付金給付事業について
・原油価格・物価高騰への各種支援策について

くまもと市議会だより ● 令和4年（2022年）９月 第43号 3くまもと市議会だより ● 令和4年（2022年）９月 第43号2

＜施行日＞
　令和５年（２０２３年）４月１日

おしえて ひごまる（一般質問における用語解説）

スタグフレーション（※１） ・・・ 不景気の中でも物価が上昇する状態。スタグネーション(景気
停滞)とインフレーション(物価上昇)を組み合わせた合成語のこと。

ＴＳＭＣ（※4） ・・・・・ 世界最大の半導体受託製造企業で、２０２１年１１月に
ソニーグループと共同で熊本県菊陽町への進出計画を
発表した、台湾積体電路製造股份有限公司のこと。

ＰＴ（※5） ・・・・・・・・・ プロジェクトチーム。目的を実現させるために臨時で
組織される集団のこと。

狭あい道路 ・・・・・・
指導要綱（※6）

「熊本市建築行為等に係る狭あい道路指導要綱」（昭和
61年4月1日制定）の略称。
幅員4ｍ未満の道路（狭あい道路）に接して建築などを
行う場合の建築主の責務などについて定めたもの。

ポリコレ（※7） ・・・「ポリティカル・コレクトネス」の略称。特定のグループに
対して人種、信条、性別などの違いによる差別的な意味
や誤解を含まぬよう、政治的・社会的に公正で中立的に
表現することを指す。

フェムテック（※2） ・・・・・・・・・・ 生理や更年期などの女性特有の悩みについて、先進的な技術を
用いた製品・サービスにより対応するもの。Female（女性）と
Technology（技術）からなる造語のこと。

アピアランスケア（※3） ・・・・ がん治療で生じる抗がん剤の副作用による脱毛や外科治療に
よる傷跡などの外見の変化に対し、医療用ウィッグや補装具を
身に着けることで、がん患者の方が治療前と変わらない生活
や環境を維持できるようケアすること。


